
 

仁 川 教 会 信 徒 の 心 得 

   

【教会のおきて】（共同体の約束） 

 第一：日曜日と守るべき祭日にミサ聖祭にあずかり労働を休むこと。 

 第二：少なくとも年に一度、ゆるしの秘跡を受けること。 

 第三：少なくとも年に一度、復活祭のころに、聖体を受けること。 

 第四：定められた日に、大斎と小斎を守ること。（灰の水曜日・聖金曜日） 

 第五：毎週金曜日には小斎を守ること。ただし特別な事情がある時は他の償いに替えることができる。 

 第六：おのおのの分に応じて、教会維持費を負担すること。 

 

【ミサについて】 

・ミサは、信徒としての生活の頂点であり源泉です。信徒はみことばと聖体によって養われるからです。守るべき主日は、すべての日曜日（主日）

と神の母聖マリア（1 月 1 日）、主の降誕（12 月２５日）の祭日です。信徒は万難を排してこれらの日のミサに参加しなければなりません。 

・主日のミサ：土曜日 17 時、日曜日 7 時・9 時、平日毎朝６時 15 分 

・主日（日曜日）のミサ典礼への参加は信徒の大切な義務です。 

・信徒の希望により特定の意向のためにミサを捧げることができます。その場合は、ロビー三角テーブルの上にある「ミサ依頼封筒」を添えて、

司祭または事務所にできるだけ 2 週間前までに依頼してください。       

 

【秘跡について】 

 １．洗礼 

・子どもの誕生後はできるだけ早く、幼児洗礼を受けましょう。 

・主任司祭にご相談ください。 

・受洗希望のかたや、キリスト教に関心のある方がおられる場合は、主任司祭にご紹介ください。原則として土曜日午前 10 時から入門講座が開

かれています。また、個別の時間にも応じます。 



２．堅信 

・幼児洗礼を受けた信徒が中学生になったら堅信の秘跡を受けます。受堅者は、教会の宣教の使命を担うため、特別に勉強し、熱心にミサに参加

することが必要です。また、準備期間中は、家族全員で祈りのうちに協力しましょう。 

３．聖体 

・聖体を拝領するためには、成聖の恩恵の状態にあり、正しい意向を持っていることが必要です。 

・聖体を拝領するためには、主ご自身をお迎えする準備として、拝領前少なくとも 1 時間、水及び医薬品を除き、一切の飲食物を控えます。病人

や妊娠中の人はこの断食の義務がありません。 

・聖体をすでに拝領した人は、同じ日に参加する別の意向のミサに限り再度拝領することができます。 

・聖体を拝領する時は、心からの崇敬の念をもって、ふさわしい礼拝の態度で臨みましょう。 

・初聖体を受けたすべての信徒は、少なくとも年に 1 回聖体を拝領する義務があります。この義務は復活節の間に果たします。正当な理由がある

場合は、1 年以内の他の時期に果たすことができます。 

４．ゆるしの秘跡 

・重大な罪は、ゆるしの秘跡によってのみゆるされ、成聖の恩恵を頂きます。 

・すべての信徒は、分別の年齢に至った後は、重大な罪を少なくとも年に一回忠実に告白する義務があります。また、大祝日などの前や各秘跡を

受ける前にゆるしの秘跡を受けることがおおいに勧められます。 

５．病者の塗油 

・病気のために精神的、身体的に弱っておられる方、また老齢の方には、病者の塗油が勧められます。この秘跡は繰り返し受けることができます。 

・長く入院する場合など、日頃から病気の人について主任司祭にお知らせください。主任司祭や司祭から任命を受けた奉仕者が病気の人を訪問し

病院や自宅でも聖体拝領などの秘跡を受けられます。 

・危篤状態または亡くなった場合は、速やかに主任司祭にお知らせください。 

６．婚姻の秘跡 

・婚姻が決まったら、挙式の日取りを決める前に、所属教会の主任司祭に相談してください。相手がカトリック信徒でない場合や、教会以外で挙

式される場合も、手続き等で時間が掛かることがありますので一日も早く相談してください。 

・信徒は、教会法によりカトリック教会の秘跡に則り挙式する必要があります。挙式前に結婚講座への参加が必要です。 

 

 



【転出・転入について】 

・洗礼を受けている信徒は必ず、いずれかの教会に所属します。 

・所属している小教区から移動する場合は、必ず転出の手続きが必要です。 

・転出する信徒は、主任司祭にその旨を申し出「転出証明書発行願い」を作成し、「転出証明書」の発行を受けます。 

・転出先の所属教会主任司祭に「転出証明書」をできるだけ早く提出してください。提出した後、新しい教会への転入が完了します。転居先の近

くの教会を紹介しますので、事務所にお尋ねください。 

 

【信徒が提供すべき教会援助について】 

・カトリック教徒は、教会が神の礼拝、使徒職および愛の業、ならびに奉仕者の正当な維持に必要なものを提供するために収入を得ている信徒は

所属教会に教会維持費や、教区の召命援助のために一粒会に援助費を納めます。金額の目安は事務所にお尋ねください。 
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